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Statistical study of drifting electron holes associated with substorms

observed by the Arase satellite
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　電子ドリフトホール（Drifting Electron Hole, DEH）は、地球磁気圏において電子のインジェクションに関

連したエネルギー範囲で頻繁に観測される、電子フラックスの減少のことである[Sergeev et al., 1992]。この

フラックス減少はサブストームオンセット前後の大規模な磁場構造の変動に伴って、ドリフトシェルが変形さ

れることによって生じると考えられている。 

　これらのサブストームに関連したDEHは静止衛星軌道以遠では多く紹介されてきた[Cohen et al., 2019, Liu

et al., 2019, Shukhtina et al., 1996]。また、あらせ衛星[Miyoshi et al., 2018]の観測により、地球同期軌道の

内側のL＞5の領域でもDEHが観測されている。しかし、これまでのDEHについての議論は非常に限られてお

り、この現象についてはまだ十分に理解されていない。 

　そこでこのDEHの特徴を調べるために、あらせ衛星に搭載されたHEPおよびMEP-e観測装置で得られた

データを解析し、統計的な研究を行った。2017年から2019年にかけて、あらせ衛星が磁気圏の夜側から朝側

までを観測した期間のデータの中から、インジェクションと同時に観測されたDEHイベントを選択した。これ

らのイベントは主に真夜中前から朝側で観測された。そしてDEHイベントのエネルギー分散からドリフト軌道

を推定し、そのソース領域を特定した。その結果、DEHのソース領域は、同時に観測されたインジェクション

のソース領域と同様に、磁気圏の真夜中付近に3-4時間程度まで広がっていることが明らかになった。この結

果はSergeevらの提示したモデルと矛盾しない。一方で、同時に観測されているにもかかわらず、DEHとイン

ジェクションのソース領域が異なるイベントも存在している。このようなイベントの存在は、DEHがそれほど

単純な理解では説明できない可能性を示唆している。
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